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カ リ フ ォ ル ニ ア ・ コ ミ ュ
ニ テ ィ ・ カ レ

ッ ジ におけ る放送教育の 現状 と課題

　　　　 〜 コ ース トラィ ン
・コ ミ ュ

Z テ イ ・ ヵ レ
ッ ジ と放送教育 〜

三 　浦　　嘉　久

（鹿児島県立短期大学）

序 フ t ル ニ ア 大学 にも綴．人 されるもの が多い 。

　カ リフ ォ ル ニ ア州で はテ レ ビ島
1

膨は州民の 95 ％をカバ ー

してい る。12 の 公共放送錫 の 霍波は 毎週4 百万人 に舘い

て い るし．州人口 の 90 ％をカバ ー
で きる。また商孅 差

局が 殿育の 野間 を寄贈 して い る．これ らに よ
・
p て 「テ レ ビ

大学講座 ヱは全て の 人 々 に 開放されて い る と駐っ て よい 。

　 こ とで は コ
ース トラ イン

・コ ミュ ニ テ
’
イ・カ レ ッ ジ が カ

リフ ォ ル ニ ア州で 最大規模の テ レ ビによ る大学教育が行わ

れて い るこ とで、全米に知 られて い る。コ
ース トライン

・

コ ミュ ニ テ ィ
・
カ レ ッ ジは．1976 年に コ t ス ト

・
コ ミ

ュ ニ テ ィ ・カ レ v ジ学校区の 第三 番段の コ ミュ ニ テ ィ ・カ

レ ッ ジ と して 蜊設 された。コ ース トラ イン ・コ ミュ ニ テ ィ

・
カ レ ッ ジは開学の とき t8 ，574 人 を受け 入れたが．

こ れは開学蒔の入学者としては嵌去最大であ る。当初か ら

コ
ー

入 トラ イン ・コ ミュ ニ ティ ・カ レ ッ ジは鞘
’
を人々 の

と こ ろに運ぶ
厚
壁のな い 大学

リ
ロ：L．ei1ge 前 しhouし管alls 〕と

して構想 された。

　本研究は．コ
ー

ス トライ ン
・

：【ミュ ニ テ イ
・
カ レ ッ ジに

おい て テ レ ビ科目を受講して い る 学住の実態を踊して テ レ

ビに よる高等成人教育の 教翻的意義を検討 しよ うとす る の

も ので あ る。

　なお、本要旨で使用 した統甜 よ．Byerly．　 Jack　R・hef，
’
　hn　【nvesitigution 　of 　Felorrs　that　Condiセion

Student ．EnrotLmenL　in　 Broadc；零ヨt 〔burses　a し〔hast聖hie

面   ity　CoHe 酬 98Z） に よ 1〕鰔 したもの で あるJt

そして こ こ に コ
ー

ス トライ ン
・

コ ミュ ； テ イ
・
カ レ ッ ジの

学生 とは、198L 年度 の春学禦に在学した者で ある．

i2　テ レ ビ科目を取っ た理由

  テ レ ビ科目を取 っ た理 由

第 1衷 テ レ ビ科 H を敢っ た理 由

「里一 一 … 二 十

M ”’一 一

　 「IM

11，準学士の 単位 を取る ため

2．四 年制大 学編入の た めの
一
般教育の単

　 位 を敢 るた め

3．時聞 節約の ため

4．個人上の便宣の ため

5，自分 を高め るため

匝 覿 がか か らない か ら

7，仕事上ので難 か ら

8，自分のペ ー
ス で学習で き るか ら

CJ，現在の職務能力を向上させるため

m ，交通 の便 がよい

11，職業 の資格 を得 るため

12．就職に必要な技能を身に付ける ため

1：］．社会的な交わ りを求め て

14．その他
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コ
ース トライン ・ゴ ミュ ニ テ

’
イ ・カ レ ッ ジの現状
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　コ
ース トライン

・
コ ミュ ニ テ ィ

・カレ ッ ジlk オ レン ジ

郡にあるが、こ こ は 6市か らなる都市的地域で聡 人匸160

万であ る．こ の 地域は国際的な現摸の観光業．エ レク トロ

ニ クス ．最新医学産業が多い 。

　教育は 市の 施設．近所の学校 を含む 150 の 地点 に．おい

て と有線、無線の テ レビに よ る通距離通信技術に よ っ て行

われて い る。

　準学士に必 要なおよそ の
…般教育科 目は大学の チレ ビ科

目で 瀧たす こ とがで き る。またテ レビ科 目（ telecourse｝

は全てカ リフ ォ ル ニ ア嬬
『
催 ン艦 構に鍖入 される しb カ リ

（oo． 

　 

　最も大 きな理由は学士
．
号取得にっ ながるもので ある。そ

の他に近づ きや す さ、糠 生活上 の 利点や 醍人的瀧足など

生涯学習の 機会を鉱充す る場合の理 由が挙げ られて い る。

　 2　 テ レ ビ科 目を取 る学佑σ嫐

　  特徴

　第
一

に 大学に 通学する同輩の学生 に比べ る と｛齢 的に高

い とい うこ とで あ る。こ れ は今 目の コ ミ
．
ユ ．ニ デイ・カ レッ

ジの学 生に共通して い る

　平均年齢は 30 歳と 40 歳の間で ある。年齢的な幅も大

きく高校の最上級生 か ら 8G 議近 くに まで及ん で い る。　（

参照、第2表）
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第 2 表　学蛋の年齢 ニ 　テ レ ビ科 目
「
が渠た して い る攤 1

「漏 層

1．17 歳 か ら19 歳 まで

2 ．20 歳および 21 歳

3．22 歳以上 24 歳 まで

4 ．25 歳以 ヒ29 歳まで

5 ．3　 ora以上 34 歳まで

6 ．35 歳以．ヒ44 歳まで

7，45 歳以ま；54 歳 まで
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第二 に働い てい る成人で過去に大学生活を多少なり
．
と送 っ

た経験 を持 づ 者が多い こ とで ある。　（参照 第3．表〕

第 3 表　学生の学歴
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　1 　i 　第4表には学生． がドし． た梅 成要素

各評価 ご との

が 帰 さ れ てい る。 第4表　
テ レビ 科目の各 構成

楽
’に対

る学生の
評

価
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テ レ ビに よる学 轡それ

体 テレ ビ 科R の教覯
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スト

ｳ 職

随．入学

続き．大

・ 事

学；

潴導轡

q員講師

ﾄ墜翌⊥

30．3

28．428

．　
3

2S，027
．525

，822

，4．

廴．一．

43，3

48．943

，．

4z73464C4

．5D

＿

24，419

．

．0

，

33，529

．

％

53C3

cD

．＿

193

03 ，6
． 3D8354

，33 ．

4 ．

高

卒 資
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学

1年
大

2 年 専 門職業肢 術資椿 取得 準学 士 学 士 匯 甥
凱71 ’t ：li 川 　．テレビを土台に し科目
は ．． 多 数 の 学生に 到 達する可能・ 　　 　　　　　　 　 　

　 　 　 　　　　　　 　　 　　ロ ．’ 性 を持って い る

e レビ科目 ．は教育 の 次元を 拡大し 、これ ． までに 見

れなか った多 くの 牲を大学に招 き寄せている ことな紛 れ

事 実である． さ収三いえばテレビ科目につい 七は、大学

入学し
て
来な ．い潜在 的な視 聴 者 も想 定す べ

き
であ．り．

れ も相当な 数 に なる と 椎定

れている 。蒋に 年 長 者、．既
擶、 破扶養 者

、フ ルタイ ムで

い．（ いう学 嚇もに 特に魅方的の ようであ る。 　． この

うに見てく ると．．コ ーストライン・コ ミ 彑ニテイ 　

カi； ッジ のよ うな 大 学 は．

なる高等教育機髄で はなく 、
成入 めために高等 教 育の機会

提供している

等 成

教育 の機 衡
と
いうべきであ ろう・ 譯甑．！．す三て

： ， い ・ 2 ． よい　3． 満足

きる 　4．

　　
　

不 満足 　2 　 学 生は．テレ ． ビ 科目 を色々 な

味で教育的に高く
譚
価し ていることがうか がわれ る。

O　 ま とめ 　 〕一 ストラ イ ン ・ゴ

ミュニ子イ・カレッジLX 放送に よ る 高 等成人 教 育の

が能性，とその条件を示すものであ る。 ． 磯髄 懶紂 磔髄鞍 の伽 ’ら慰賦

の教 台 繰程
と
教育方勢礁良 さにあるよ うで．この場合にテ

ビ が 占める 1

re ．・

1 ， ee は尹 蛋 〜 に 大 き い もの があると 思 わ れ た。 （ 本 研究 は


